
一
八
九
二
年
か
ら
一
九
○
八
年
に
か
け
て
、
北
ス
マ
ト
ラ
中
央
高
地
に
広
が
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
（
以
下
ト
バ
と
省
略
）
社
会
で
キ
リ
ス
ト
教

布
教
活
動
に
従
事
し
た
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
は
、
ト
バ
社
会
に
お
い
て
は
、
す
で
に
土
葬
さ
れ
て
い
た
祖
先
の
遺
骨
を
掘
り
出
し
、

水
牛
や
牛
の
供
犠
を
伴
う
盛
大
な
改
葬
儀
礼
を
経
て
改
葬
墓
に
遺
骨
を
再
安
置
す
る
複
葬
慣
行
が
存
在
す
る
旨
を
報
告
し
て
い
る
〔
雪
煙
ｇ
の
ｏ
一
《

ご
宅
墓
苧
巴
。
西
洋
建
築
技
術
の
導
入
以
前
、
ト
バ
の
改
葬
墓
は
、
植
樹
し
た
盛
土
の
墓
な
い
し
は
彫
刻
を
施
し
た
石
棺
や
石
甕
な
ど
石
造
の

墓
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
下
の
一
九
二
○
年
代
に
な
る
と
、
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
墓
の
建
立
が
始
ま
っ
た

〔
昏
『
豆
の
『
ご
麗
邑
屋
‐
筵
〕
。
今
日
ト
バ
の
土
地
を
訪
れ
る
時
、
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
墓
が
互
い
に
そ
の
壮
麗
さ
を
競
い
合
う
か
の
よ
う
に
林
立
す

る
様
子
を
見
落
と
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
八
六
○
年
代
に
開
始
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
伝
道
協
会
に
よ
る
布
教
活
動
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
ル
タ
ー
派
）
に
改
宗
し
た
ト

バ
人
が
相
次
ぎ
、
ト
バ
の
村
々
に
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
し
た
弓
の
号
尉
①
己
君
壹
宕
‐
己
〕
。
布
教
当
初
、
ラ
イ
ン
伝
道
協
会
は
祖
先
崇
拝
を
目
的

論
説北

ス
マ
ト
ラ
の
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
村
落
に
お
け
る
葬
制
と
墓
制

ｌ
死
去
時
の
葬
儀
と
埋
葬
方
法
に
み
ら
れ
る
連
続
と
変
化
ｌ

池
上
重
弘

は
じ
め
に
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本
稿
に
先
立
つ
別
槁
に
お
い
て
、
私
は
あ
る
ト
バ
村
落
（
以
下
Ｌ
村
と
す
る
）
の
事
例
に
基
づ
き
、
改
葬
墓
建
立
の
歴
史
的
変
化
の
様
相
を
具

体
的
に
跡
付
け
た
。
そ
こ
で
例
証
さ
れ
た
の
は
、
①
Ｌ
村
を
は
じ
め
ト
バ
湖
南
東
岸
地
域
に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
初
期
の
植
民
地
首
長

に
関
連
し
た
石
棺
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
②
今
日
ト
バ
村
落
の
景
観
を
特
徴
づ
け
る
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
改
葬
墓
の
建
立
は
二
○
世

紀
前
半
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
一
九
六
○
年
前
後
か
ら
顕
著
に
な
る
こ
と
、
③
改
葬
増
加
の
背
景
に
は
都
市
移
住
者
と
故
地
の
村
人
と
の
密
接

な
関
連
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
三
点
で
あ
っ
た
〔
池
上
一
九
九
五
菖
房
彊
三
乞
雪
〕
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
際
の
議
論
は
二
次
葬
で
あ
る
改
葬

に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
次
葬
で
あ
る
死
去
時
の
葬
儀
や
埋
葬
方
法
に
つ
い
て
詳
述
で
き
な
か
っ
た
。
ト
バ
社
会
の
葬
制
・
墓
制
に
関
す

る
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
ト
バ
の
葬
制
・
墓
制
を
特
徴
づ
け
る
改
葬
が
複
葬
慣
行

に
お
け
る
二
次
葬
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
以
上
、
一
次
葬
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ト
バ

社
会
に
お
け
る
一
次
葬
の
区
分
と
埋
葬
方
法
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
先
述
の
Ｌ
村
の
事
例
に
基
づ
き
な
が
ら
、
死
去
時
の
葬
儀
や
埋

（
１
）

葬
方
法
に
み
ら
れ
る
連
続
と
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

に
行
わ
れ
る
改
葬
儀
礼
を
禁
止
し
た
が
、
そ
の
後
二
○
世
紀
の
第
一
四
半
期
に
定
め
ら
れ
た
教
会
規
定
に
お
い
て
、
遺
骨
へ
の
供
物
の
献
呈
な

ど
異
教
的
要
素
の
排
除
を
条
件
に
改
葬
を
容
認
し
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ト
バ
人
に
よ
る
改
葬
が
現
在
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

ト
バ
湖
周
辺
域
に
広
が
る
ト
バ
の
故
地
は
、
現
在
の
北
タ
パ
ヌ
リ
県
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
Ｌ
村
は
ト
バ
湖
南
東
岸
地
域
の
西
端
に
位
置

し
て
お
り
、
一
九
九
○
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
概
況
に
よ
る
と
、
世
帯
数
は
二
三
○
、
人
口
は
一
○
六
三
人
で
あ
る
貝
四
三
○
『
岳
日
曽
雰
高
の

己
宙
里
雪
〕
。
Ｌ
村
に
お
け
る
主
た
る
生
業
は
、
水
田
耕
作
、
畑
作
、
湖
で
の
小
規
模
な
漁
業
で
あ
る
が
、
地
元
で
公
務
員
や
教
員
と
な
る
者
も

い
る
。
Ｌ
村
の
年
長
者
た
ち
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
が
オ
ラ
ン
ダ
支
配
下
に
入
っ
た
一
八
八
○
年
代
以
降
、
農
地
の
開
墾
に
従
事
す
る
農
民
と

〔
の
○
ゴ
『
の
一
己
の
『
』
や
つ
《
亜
」
『
↑
〕
ｏ

一
ト
バ
の
社
会
と
宗
教
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ブ
タ
言
言
）
と
称
さ
れ
る
ト
バ
の
集
落
は
、
長
方
形
の
敷
地
を
持
ち
、
中
央
の
広
場
を
挟
ん
で
数
世
帯
か
ら
十
数
世
帯
の
家
や
穀
倉
が
対
面

す
る
空
間
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
支
配
以
前
は
対
立
す
る
ブ
タ
か
ら
襲
撃
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
防
御
の
目
的
か
ら
ブ
タ
の
周
囲
に
土

塁
を
築
き
、
そ
の
上
に
竹
を
植
え
た
。
現
在
で
も
こ
う
し
た
土
塁
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
遠
方
か
ら
眺
望
す
る
と
、
ブ
タ
は
水
田
の

海
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
に
見
え
る
。
親
族
関
係
や
農
業
水
利
上
の
理
由
に
基
づ
き
、
多
数
の
ブ
タ
が
結
び
つ
い
た
も
の
が
ホ
ル
ジ
ャ
（
言
言
）

で
あ
る
。
ブ
タ
が
日
常
生
活
に
お
け
る
協
同
の
単
位
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ホ
ル
ジ
ャ
は
共
有
地
に
関
す
る
事
項
の
協
議
単
位
で
あ
る
と
と
も

に
、
ア
ダ
ッ
ト
儀
礼
を
執
行
す
る
際
の
単
位
で
あ
り
、
慣
習
村
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
す
る
。
Ｌ
村
は
、
デ
サ
（
号
覺
）
と
呼
ば
れ
る
行
政
村

に
、
ア
ダ
ッ
ト
儀
封

し
て
、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
政
庁
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
務
職
員
と
し
て
、
Ｌ
村
か
ら
北
ス
マ
ト
ラ
の
東
海
岸
部
へ
移
住
す
る
者
が
い
た

が
、
独
立
戦
争
（
一
九
四
五
年
’
一
九
四
九
年
）
後
、
東
海
岸
部
に
あ
る
か
っ
て
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
跡
地
に
入
植
す
る
村
人
が
急
増
し
た

（
ワ
｝
）

と
い
う
。
都
市
居
住
の
ト
バ
人
に
関
す
る
ブ
ル
ー
ナ
ー
の
諸
研
究
〔
た
と
え
ば
辱
亘
。
①
二
君
巴
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
独
立
後
は
北
ス
マ

ト
ラ
州
の
州
都
メ
ダ
ン
や
ジ
ャ
ワ
島
に
あ
る
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
移
住
し
て
社
会
的
・
経
済
的
成
功
を
収
め
る
者
も
少
な
く
な
い
。

ト
バ
社
会
は
父
系
制
社
会
で
あ
り
、
マ
ル
ガ
言
Ｓ
雷
）
と
称
さ
れ
る
父
系
氏
族
が
外
婚
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
フ
ラ
言
吾
‐
言
邑
と

称
さ
れ
る
妻
与
集
団
（
一
三
①
‐
哩
ぐ
①
邑
、
ド
ン
ガ
ン
・
ト
ゥ
ブ
ミ
ミ
嬉
ミ
ミ
言
）
と
称
さ
れ
る
自
ら
の
父
系
氏
族
、
そ
し
て
ボ
ル
（
言
ミ
）
と
称

さ
れ
る
妻
受
集
団
言
房
‐
『
①
＆
ぐ
の
『
の
）
の
三
者
は
、
「
か
ま
ど
の
三
つ
の
石
」
を
意
味
す
る
ダ
リ
ハ
ン
・
ナ
・
ト
ル
（
ミ
ミ
ー
ミ
こ
ミ
ミ
ミ
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
三
者
間
の
関
係
は
、
結
婚
式
や
葬
式
、
改
葬
儀
礼
な
ど
の
ア
ダ
ッ
ト
（
負
号
、
慣
習
法
）
儀
礼
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ト
バ
人
の

社
会
関
係
の
基
軸
を
な
し
て
い
る
。
妻
与
集
団
は
妻
受
集
団
に
対
し
て
霊
的
な
優
位
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
社
会
関
係
に
お
い
て

ト
バ
社
会
に
お
い
て
は
夫
方
居
住
が
一
般
的
で
あ
る
。
通
常
、
ト
バ
の
男
性
は
結
婚
と
同
時
に
親
元
か
ら
独
立
し
、
親
と
同
じ
ブ
タ
な
い
し

近
隣
の
ブ
タ
に
新
し
い
家
を
構
え
、
妻
は
そ
こ
に
婚
入
し
て
く
る
。
た
だ
し
、
妻
方
居
住
も
ま
れ
で
は
な
い
。
妻
の
親
の
面
倒
を
見
る
必
要
が

あ
る
場
合
、
ま
た
は
妻
方
が
裕
福
で
土
地
や
財
産
が
豊
富
な
場
合
に
は
、
夫
が
妻
方
の
ブ
タ
に
居
住
す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
夫
が
妻
の
親
と
同

も
優
位
に
お
か
れ
る
。

で
あ
る
と
同
時
に
、

ホ
ル
ジ
ャ
で
も
あ
る
。
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一

居
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
詳
細
な
系
譜
調
査
を
実
施
し
た
Ｌ
村
内
の
四
つ
の
ブ
タ
に
お
い
て
は
、
五
二
世
帯
の
う
ち
、
妻
方
居
住
は
七
世
帯
あ

（
３
）

り
、
こ
の
う
ち
三
世
帯
が
妻
の
親
と
同
居
し
て
い
た
。

今
日
ほ
と
ん
ど
の
ト
バ
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
霊
魂
観
に
関
し
て
は
、
在
来
宗
教
の
そ
れ
が
完
全
に
払

拭
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
一
九
二
○
年
代
後
半
に
行
政
官
と
し
て
北
タ
パ
ヌ
リ
に
駐
在
し
た
フ
ェ
ル
ハ
ウ
エ
ン
が
ト
バ
の
在
来
宗
教
に
お
け

る
霊
魂
観
に
つ
い
て
記
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
死
者
の
魂
で
あ
る
ベ
グ
さ
垣
へ
）
は
生
者
に
対
し
て
両
義
的
な
存
在
で
あ
り
、
祖
先
の
ベ
グ

に
対
し
て
子
孫
が
十
分
な
崇
敬
の
念
を
抱
き
、
然
る
べ
き
供
物
の
提
供
を
怠
ら
ず
に
い
る
場
合
に
は
、
ベ
グ
は
子
孫
に
対
し
て
恩
恵
や
加
護
（
豊

作
や
子
孫
の
繁
栄
な
ど
）
を
も
た
ら
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
災
禍
や
不
幸
（
凶
作
や
子
供
の
死
亡
な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
〔
ぐ
の
侭
○
屋
君
①
。

乞
食
孟
巴
。
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
ス
マ
ン
ゴ
ッ
ト
言
一
ミ
負
晨
員
）
と
称
さ
れ
る
上
位
の
祖
霊
は
ベ
グ
よ
り
も
多
大
な
恩
恵
や
加
護
を
も

た
ら
し
う
る
と
い
う
信
仰
に
基
づ
き
、
改
葬
を
通
じ
て
子
孫
た
ち
が
祖
先
の
ベ
グ
を
ス
マ
ン
ゴ
ッ
ト
に
祭
り
上
げ
る
が
、
そ
の
際
、
男
の
孫
を

（
４
）

持
つ
こ
と
が
ス
マ
ン
ゴ
ッ
ト
に
な
り
う
る
条
件
、
す
な
わ
ち
改
葬
さ
れ
う
る
重
要
な
条
件
と
さ
れ
て
い
る
〔
三
画
『
二
の
ｏ
三
雲
壹
匿
〕
。
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
る
今
日
の
ト
バ
人
が
改
葬
の
動
機
に
つ
い
て
語
る
時
に
も
、
こ
の
よ
う
な
在
来
宗
教
の
霊
魂
観
に
立
脚
し
た
祖
先
崇
拝
の
観
念
が
基

本
的
に
は
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

（
５
）

（
Ａ
）
一
次
葬
に
お
け
る
葬
儀
の
区
分

ト
バ
社
会
に
お
け
る
葬
儀
の
区
分
は
、
死
者
や
遺
族
の
社
会
的
威
信
や
経
済
力
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
ト

バ
社
会
の
葬
儀
は
、
死
者
の
結
婚
・
未
婚
の
別
、
子
供
（
特
に
男
児
）
の
有
無
、
父
系
子
孫
と
し
て
の
男
の
孫
（
息
子
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
男
の
孫
）

本
節
で
は
、
Ｌ
村
や
近
隣
村
落
で
の
観
察
と
聞
き
取
り
の
結
果
を
も
と
に
、
葬
儀
の
区
分
と
埋
葬
方
法
の
相
違
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

一
一
葬
制
と
墓
制
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表1 系譜存続への貢献度に応じた葬儀（－次葬）の区分と改葬の可否

改葬

可a・サウル・マトウア

でに結婚している場合

(可)3）b・サリ ・マトゥア

〃
し
〈

あるいは孫がいても子供

(可)･I)c・マテ・マッカル

孫はないが、子供に男児

d・マテ・プヌ 不可

e・マテ・プルプル 不可

結婚しているが、子供が

いない場合

f・マテ･ポンゴル 不可

未婚者

l) :長子誕生以降の人の個人名を呼ぶことは強い禁忌とされるため、以下のように変化するテクノニ

ム（子や孫の個人名に基づいた呼称）が用いられる。すなわち、ある人の個人名をX、長子（男

女不問）の個人名をY、父系ラインの初孫（息子夫婦の長子、男女不問）の個人名をZとすると、

（1）幼少の時分から長子誕生まではX、 （2）長子誕生から父系ラインの初孫誕生まではアマ･ニ・

Y(Yのお父さん）ないしナイ・Y (Yのお母さん)、 (3)父系ラインの初孫誕生以降はオップ。

シ･Z (Zのおじいさん/おばあさん） と呼ばれる。父系社会であるにもかかわらず、YやZにあ

たる子や孫の名が女児の名でも構わないのは、女児誕生が近い将来の男児誕生の前触れとして歓

迎されるからである。

2） ：子供が娘のみの場合、初孫（男女不問）の個人名(Wとする）をとって、オップ・二・シ・Wと

いうテクノニムが用いられる。父系ラインの孫を持つ場合と比較して｢二」 （英語のofに相当）と

いう前慨詞が付加されているが、意味は「Wのおじいさん/おばあさん」である。

3） ：死者に娘しかいない場合は、たとえその娘（たち）夫婦から生まれた孫がいたとしても、父系子

孫としての孫ではないため死者は改葬の対象とならない。

4） ：死去時に孫がいなくても、その後その死者の息子夫婦から生まれた男の孫ができれば改葬されう

る。
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テクノニミー体系での呼称法!） 供犠獣 マノルトル

オップ・シー

(－のおじいさん/おばあさん）

同上2）

アマ・ニー/ナイー

(一のお父さん/お母さん）

同上

個人名

同上

水牛・牛可

水牛・牛可

ブタ

ブタ

白ヤギ可

あり

あり

なし

なし

なし

なし



の
有
無
、
子
供
の
結
婚
・
未
婚
と
い
っ
た
、
父
系
出
自
に
基
づ
く
系
譜
存
続
へ
の
貢
献
度
の
違
い
に
応
じ
て
類
別
さ
れ
て
い
る
。

孫
を
持
つ
人
の
葬
儀
に
は
、
サ
ウ
ル
・
マ
ト
ゥ
ア
言
ミ
、
ミ
ミ
ミ
）
と
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
言
戴
ミ
ミ
ミ
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
ト
バ

社
会
に
お
い
て
最
も
望
ま
し
い
葬
儀
と
さ
れ
る
。
サ
ウ
ル
は
「
長
寿
に
達
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
〔
蟹
目
白
富
①
二
毛
全
匿
ヨ
ミ
冑
三
の
ｏ
一
二
君
言

圏
と
、
マ
ト
ゥ
ア
は
「
幸
運
・
幸
福
」
を
意
味
す
る
〔
蟹
昌
昌
富
里
乞
這
置
宙
‐
巽
君
閏
用
具
ご
弓
邑
ご
〕
。
長
寿
に
達
し
、
す
で
に
父
系
子
孫
と

し
て
の
男
の
孫
を
持
ち
、
子
供
も
皆
全
て
結
婚
し
て
い
る
場
合
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
一
方
、
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
の
サ
リ
は
、
「
気
遣
っ
て
い

る
、
心
配
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
有
す
る
〔
蟹
日
日
富
の
匡
塞
曼
圏
全
乏
胃
邑
の
ｏ
置
雪
弓
圏
巴
。
サ
ウ
ル
・
マ
ト
ゥ
ア
と
の
対
比
を
念
頭

に
お
い
て
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
Ｌ
村
の
村
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
「
ま
だ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
残
っ
て
い
る
」

と
い
う
表
現
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
父
系
子
孫
と
し
て
の
男
の
孫
を
持
つ
が
、
子
供
の
中
に
未
婚
者
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
サ
リ
・

マ
ト
ゥ
ア
な
の
で
あ
り
、
未
婚
の
子
供
の
存
在
が
気
遣
い
の
種
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
死
者
に
息
子
が
い
な
い
場
合
は
、
娘

た
ち
が
全
て
結
婚
し
、
娘
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
孫
が
い
た
と
し
て
も
、
葬
儀
は
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
と
称
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
葬
儀
の
過
程
の
詳
述
を
避
け
る
が
、
サ
ウ
ル
・
マ
ト
ゥ
ア
お
よ
び
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
を
特
徴
づ
け
る
儀
礼
の
要
素
と
し
て
、
水
牛

や
牛
な
ど
の
大
型
獣
の
供
犠
と
、
踊
り
に
よ
る
儀
礼
的
交
歓
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ト
バ
社
会
に
お
い
て
、
結
婚
式
、
新
築
儀
礼
、
葬
式
、
改
葬
儀
礼
な
ど
が
、
ア
ダ
ッ
ト
に
則
っ
た
正
式
な
も
の
と
し
て
社
会
的
承
認
を
受
け

る
た
め
に
は
、
供
犠
獣
の
肉
の
分
配
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
供
犠
獣
の
頭
部
や
臂
部
な
ど
各
部
位
を
、
一
定
の
分
配
方
法
に
基

づ
い
て
同
じ
慣
習
村
の
者
た
ち
や
妻
与
集
団
・
妻
受
集
団
な
ど
主
要
な
参
会
者
に
分
配
す
る
も
の
で
、
ジ
ャ
ン
バ
ル
言
ミ
ミ
、
）
と
称
さ
れ
る
。

孫
を
持
つ
人
の
葬
儀
の
場
合
、
葬
儀
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
慣
習
村
の
主
だ
っ
た
成
人
男
子
と
の
会
合
に
お
い
て
、
遺
族
は
水
牛
の
供
犠
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
極
端
に
経
済
状
態
が
劣
悪
な
場
合
以
外
は
、
水
牛
を
屠
っ
て
ジ
ャ
ン
バ
ル
が
行
わ
れ
る
。

踊
り
に
よ
る
交
歓
は
マ
ノ
ル
ト
ル
言
員
ミ
ミ
ー
、
、
「
踊
る
」
を
意
味
）
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
故
人
の
配
偶
者
や
故
人
の
子
供

た
ち
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
た
ち
が
、
同
じ
慣
習
村
の
者
た
ち
や
妻
受
集
団
・
妻
与
集
団
の
者
た
ち
と
順
次
対
面
し
て
並
び
、
儀
礼
的
挨
拶
を
交

わ
し
た
後
、
起
立
し
た
ま
ま
踊
る
一
方
の
前
を
、
他
方
の
一
団
が
踊
り
な
が
ら
進
行
す
る
。
そ
の
際
、
霊
的
劣
位
に
あ
る
妻
受
集
団
側
は
霊
的
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優
位
に
立
つ
妻
与
集
団
側
を
拝
む
よ
う
に
両
手
を
合
わ
せ
た
り
、
相
手
の
あ
ご
に
軽
く
手
を
触
れ
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
す
る
。
妻
与
集
団
側
は

妻
受
集
団
側
の
肩
に
軽
く
手
を
の
せ
た
り
、
頭
を
包
み
込
む
よ
う
な
し
ぐ
さ
で
踊
る
。
妻
与
集
団
側
は
、
霊
的
な
力
の
象
徴
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
ウ
ロ
ス
言
言
）
と
い
う
織
物
を
広
げ
持
っ
て
妻
受
集
団
側
の
前
に
か
ざ
し
な
が
ら
踊
る
場
合
が
あ
る
し
、
さ
ら
に
ウ
ロ
ス
で
妻
受
集
団
側
の

者
の
肩
を
包
み
込
み
、
そ
の
ウ
ロ
ス
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
通
常
マ
ノ
ル
ト
ル
は
、
ゴ
ン
ダ
ン
（
砦
ご
号
長
）
と
呼
ば
れ
る
打
楽
器
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。
ゴ
ン
ダ
ン
の
基
本
的
な
編
成
は
大
き
さ
の
異
な
る
六
つ
の
太
鼓
、
四
つ
の
ゴ
ン
グ
、
そ
し
て
サ
ル
ネ

（
６
）

言
言
ミ
邑
と
い
う
オ
ー
ボ
エ
に
類
似
し
た
木
管
リ
ー
ド
楽
器
か
ら
な
り
、
数
人
の
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
。

子
供
に
男
児
は
い
る
が
ま
だ
孫
を
持
た
な
い
人
の
葬
儀
は
、
一
般
に
マ
テ
・
マ
ッ
カ
ル
ミ
ミ
ミ
§
得
ミ
、
）
と
称
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
の
マ
テ
ィ
言
呈
）
に
相
当
す
る
マ
テ
は
、
「
死
」
を
意
味
す
る
。
マ
ッ
カ
ル
と
は
「
終
了
し
て
い
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
〔
蟹
『
匡
日
富
①
二
毛
食

屍
巴
、
子
供
の
養
育
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
示
す
。
子
供
が
女
児
の
み
で
男
児
が
い
な
い
場
合
は
、
マ
テ
・
プ
ヌ
言
負
村
営
ミ
ヘ
）
と

い
っ
て
区
別
す
る
。
プ
ヌ
は
「
子
供
、
特
に
男
児
が
い
な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
〔
雪
煙
『
。
①
呉
己
弓
菖
謁
〕
。
父
系
制
の
ト
バ
社
会
に
お
い
て
は
、

女
性
は
原
則
と
し
て
婚
出
す
る
存
在
で
あ
り
、
た
と
え
妻
方
居
住
を
し
て
結
婚
後
も
生
家
に
留
ま
っ
た
と
し
て
も
、
出
身
父
系
氏
族
の
系
譜
存

続
に
は
寄
与
し
な
い
。
あ
る
個
人
に
つ
い
て
い
う
と
、
子
供
が
女
児
だ
け
だ
と
男
子
の
子
孫
で
た
ど
る
父
系
の
系
譜
の
つ
な
が
り
が
途
切
れ
る

こ
と
に
な
り
、
将
来
系
譜
の
記
憶
か
ら
消
失
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
マ
テ
・
プ
ヌ
は
マ
テ
・
マ
ッ
カ
ル
と
比
較
し
て
、

よ
り
悲
痛
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
葬
儀
の
場
合
、
通
常
マ
ノ
ル
ト
ル
は
行
わ
れ
な
い
・
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
葬
儀
に

お
け
る
マ
ノ
ル
ト
ル
は
ガ
ベ
（
空
言
）
の
証
し
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
、
孫
が
い
な
い
場
合
に
は
行
わ
れ
な
い
の
だ
」
と
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
ガ
ベ
と
は
子
孫
の
数
が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
ト
バ
社
会
に
お
い
て
は
、
理
想
的
な
人
生
の
あ
り
方
と
し
て
高
い
価
値
が
置
か

（
（
１
）

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
葬
儀
で
は
大
型
獣
の
供
犠
も
認
め
ら
れ
な
い
。
通
常
は
ブ
タ
を
屠
っ
て
ジ
ャ
ン
バ
ル
の
際
に
分
配
す
る
。

結
婚
し
て
い
て
も
子
供
が
い
な
い
人
の
葬
儀
は
マ
テ
・
プ
ル
プ
ル
言
ミ
、
膏
ミ
ミ
、
）
と
称
さ
れ
る
。
プ
ル
プ
ル
と
は
、
「
揺
り
動
か
さ
れ
る
」

な
い
し
「
風
で
運
び
去
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
Ｓ
ミ
．
菖
宝
〕
。
稲
作
の
収
穫
後
に
種
子
を
選
り
分
け
る
風
選
も
プ
ル
プ
ル
と
い
わ
れ
る

が
、
あ
る
村
人
は
、
「
風
選
の
際
、
空
の
籾
は
風
に
吹
か
れ
て
飛
散
し
て
し
ま
う
。
子
供
が
い
な
い
人
は
、
飛
散
し
て
地
に
根
付
か
な
い
空
の
籾
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（
Ｂ
）
一
次
葬
に
お
け
る
埋
葬
方
法
の
区
分

次
に
、
一
次
葬
に
お
け
る
埋
葬
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
キ
リ
ス
ト
教
浸
透
以
前
も
以
後
も
、
ト
バ
社
会
で
は
遺
体
は
木
棺
に
入
れ
ら

（
８
）

れ
て
埋
葬
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
土
葬
し
た
墓
所
に
は
ど
の
よ
う
な
墓
が
築
か
れ
る
の
か
、
こ
こ
で
ま
ず
Ｌ
村
に
居
住
し
ア
ダ
ッ
ト
に

詳
し
い
と
目
さ
れ
る
あ
る
七
○
歳
代
の
男
性
の
言
葉
を
引
い
て
み
よ
う
。

の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
説
明
を
私
に
対
し
て
与
え
た
。
こ
の
場
合
、
マ
ノ
ル
ト
ル
は
行
わ
れ
な
い
・
私
は
直
接
確
認
し
て
い
な
い
が
、
ジ
ャ

ン
バ
ル
が
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
白
ヤ
ギ
を
屠
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

マ
テ
・
ポ
ン
ゴ
ル
言
ミ
こ
。
長
壱
二
と
は
、
未
婚
の
ま
ま
死
亡
し
た
人
の
葬
儀
で
あ
る
。
ポ
ン
ゴ
ル
は
「
断
片
、
か
け
ら
」
を
意
味
し
、
そ

こ
か
ら
転
じ
て
「
途
絶
え
た
、
途
切
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
〔
蟹
昌
目
富
里
己
窒
＆
」
ゴ
ミ
胃
己
の
昊
乞
弓
亜

屍
己
。
こ
の
場
合
、
讃
美
歌
を
歌
っ
た
り
キ
リ
ス
ト
教
式
の
祈
祷
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
埋
葬
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
は
ト
バ
社
会
の
墓
に
つ
い
て
三
つ
の
基
本
的
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
一
次
葬
の
墓
は
遺
体
を
土
葬
し
た
上
に
築
か

今
は
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
墓
も
作
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
死
者
を
埋
葬
し
た
場
所
に
は
土
の
墓
が
作
ら
れ
た
。
子
供
や
若
者
は
も
ち
ろ

ん
、
結
婚
し
て
い
て
す
で
に
子
供
が
い
た
と
し
て
も
、
孫
を
持
た
な
い
死
者
の
墓
は
タ
ノ
マ
ン
言
ミ
ミ
員
電
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

タ
ノ
マ
ン
は
遺
体
を
土
葬
し
た
場
所
に
土
を
盛
り
寄
せ
た
だ
け
の
単
純
な
も
の
で
あ
り
、
盛
土
を
段
に
し
て
積
み
重
ね
た
り
、
盛
土
の
上

に
草
木
を
植
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孫
を
持
つ
死
者
の
墓
を
タ
ン
バ
ッ
ク
（
言
ご
蟇
）
と
い
う
。
こ
れ
は
大
き
な

直
方
体
状
の
盛
土
な
い
し
は
盛
土
を
段
に
し
て
積
み
重
ね
た
も
の
で
、
段
の
数
は
通
常
は
三
段
の
場
合
が
多
い
が
、
三
段
か
ら
七
段
ま
で

の
奇
数
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
死
者
が
孫
を
持
つ
こ
と
の
印
と
し
て
、
タ
ン
バ
ッ
ク
の
上
に
は
オ
ッ
プ
オ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る

草
を
植
え
る
。
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さ
き
ほ
ど
の
引
用
の
中
で
は
、
一
次
葬
の
墓
の
名
称
と
し
て
タ
ノ
マ
ン
と
タ
ン
バ
ッ
ク
の
二
つ
が
言
及
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
モ
ル

タ
ル
埋
葬
墓
も
一
般
化
す
る
に
つ
れ
、
墓
の
名
称
も
多
様
化
し
て
い
る
。
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
を
指
し
示
す
語
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
印
」

を
意
味
す
る
プ
ル
タ
ン
ダ
（
言
暑
薑
号
）
と
い
う
表
現
が
墓
標
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
る
し
、
同
じ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
墓
」
を

あ
ら
わ
す
マ
カ
ム
言
曇
ミ
ミ
）
や
ク
ブ
ラ
ン
雰
尋
ミ
ミ
、
）
と
い
っ
た
表
現
も
広
く
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
孫
を
持
つ
死
者
の
墓
は
あ
く
ま
で

も
タ
ン
バ
ッ
ク
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
、
王
張
す
る
者
も
い
る
。

部
に
棺
桶
を
安
置
す
る
構
造
の
墓
も
あ
る
。

れ
る
盛
土
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
孫
の
有
無
で
盛
土
の
形
態
に
明
白
な
差
異
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
孫

を
持
つ
死
者
の
盛
土
に
は
特
定
の
植
物
が
植
え
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
点
は
、
今
言
葉
を
引
い
た
男
性
だ
け
で
な
く
、
私

（
９
）

が
葬
制
と
墓
制
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た
多
く
の
ト
バ
人
が
共
通
し
て
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
オ
ッ
プ
オ
ッ
プ
（
ミ
ミ
ヘ
ヘ
‐
§
言
へ
、

弔
昔
ミ
ミ
ミ
ミ
の
言
言
鷺
昌
吻
）
と
い
う
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
球
根
植
物
を
入
手
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
に
類
し
た
バ
ク
ン
ｅ
ミ
ミ
鐙
○
、
ミ
ミ
』

亀
言
壽
ミ
嵩
・
和
名
ハ
マ
オ
モ
ト
）
や
サ
ン
ゲ
・
サ
ン
ゲ
（
旨
晨
轌
‐
旨
長
鴇
、
。
薑
弓
号
這
昌
凰
言
言
ゞ
和
名
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
）
を
盛
土
の
上
に
植
え
る

（
川
）

こ
と
が
あ
る
と
指
摘
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

私
の
観
察
で
も
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
盛
土
の
墓
が
現
在
で
も
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、
Ｌ
村
を
は
じ
め
今
日
の
ト
バ
の
村

で
は
、
一
次
葬
の
墓
で
あ
っ
て
も
、
石
材
や
レ
ン
ガ
を
組
ん
で
石
灰
や
セ
メ
ン
ト
な
い
し
そ
の
混
合
物
を
用
い
た
モ
ル
タ
ル
で
仕
上
げ
た
墓
（
以

下
、
便
宜
的
に
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
と
称
す
る
）
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
墓
の
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
墓
所
の
周
り
を
囲
っ

た
だ
け
の
簡
単
な
造
り
で
小
規
模
な
も
の
は
、
タ
テ
八
○
叩
ョ
．
六
○
ｍ
ほ
ど
で
、
高
さ
は
三
○
ｍ
に
も
満
た
な
い
。
一
方
、
大
規
模
な
も

の
で
は
、
未
婚
の
ま
ま
病
死
し
た
男
子
大
学
生
の
個
人
墓
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
平
方
ｍ
の
敷
地
に
建
立
さ
れ
た
立
体
建
造
物
で
、
内

（
Ｃ
）
改
葬
墓
の
変
化

本
稿
の
議
論
の
焦
点
は
一
次
葬
で
の
葬
儀
と
埋
葬
方
法
に
絞
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
の
記
述
と
の
関
連
か
ら
、
こ
こ
で
ト
バ
社
会
に
お
け
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（
Ⅲ
）

る
改
葬
墓
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ト
バ
の
古
い
改
葬
墓
と
し
て
、
「
高
い
盛
土
」
を
意
味
す
る
タ
ン
バ
ッ
ク
・
ナ
・
テ
ィ
ッ
ボ
（
ミ
ミ
ミ
冨
冨
さ
三
ｓ
と
、
「
堅
い
石
」
を
意
味
す

る
バ
ト
ゥ
・
ナ
・
ピ
ル
念
言
《
薑
員
言
、
）
の
二
種
類
が
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
。
前
者
の
典
型
的
な
形
態
は
、
階
段
状
の
盛
土
を
三
段
か
ら
七
段

の
奇
数
段
に
積
み
重
ね
、
そ
の
上
に
バ
リ
ン
ギ
ン
（
ミ
ミ
鑓
ミ
．
璽
昌
の
言
慧
冒
薑
薑
愚
ゞ
和
名
シ
ダ
レ
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
な
い
し
ハ
リ
ア
ラ
（
言
ミ
ミ
．
罰
。
畠
》

ク
ワ
科
の
常
緑
高
木
）
が
植
樹
さ
れ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
に
は
高
さ
一
ｍ
ほ
ど
の
単
純
な
塚
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
や
、

（
皿
）

自
然
の
丘
を
利
用
し
た
も
の
を
観
察
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
後
者
は
、
石
工
に
よ
っ
て
彫
刻
を
施
さ
れ
た
石
棺
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
、

（
旧
）

前
後
部
分
が
上
方
に
反
っ
た
切
妻
屋
根
を
持
つ
、
ト
バ
の
伝
統
家
屋
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
類
似
し
た
も
の
が
多
い
。
石
棺
用
の
石
を
調
達
す
る
に

は
、
多
人
数
に
よ
る
牽
引
作
業
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
。

二
○
世
紀
前
半
か
ら
、
石
材
を
組
ん
で
モ
ル
タ
ル
で
仕
上
げ
る
改
葬
墓
（
以
下
、
こ
れ
を
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
と
称
し
て
、
先
述
の
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓

（
Ｍ
）

と
区
別
す
る
）
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
形
態
は
、
石
棺
の
形
態
を
模
倣
し
た
納
骨
室
を
有
す
る
も
の
、
数
段
か
ら

な
る
階
段
状
の
も
の
、
箱
形
の
納
骨
室
兼
遺
体
安
置
場
所
の
上
に
、
「
高
い
盛
土
」
の
横
断
面
を
か
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
装
飾
を
施
し
た
り
、

伝
統
家
屋
を
精
巧
に
模
倣
し
た
納
骨
室
を
設
置
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ウ
ロ
ス
を
身
に
ま
と
っ
た
祖
先
の
姿
や
オ
ラ
ン
ダ
時
代
初
期
に
お
け

る
植
民
地
首
長
の
制
服
を
身
に
つ
け
た
祖
先
の
彫
像
が
、
墓
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
多
く
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
が
、
納
骨
室
を
兼
ね
た
遺
体
安
置
の
た
め
の
空
間
（
以
下
墓
室
と
称

（
過
）

す
る
）
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
墓
室
内
部
は
、
小
さ
な
も
の
で
も
、
お
と
な
が
腰
を
か
が
め
て
立
つ
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
高
さ
と
数
人
分
の

棺
桶
を
安
置
す
る
た
め
の
面
積
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
納
骨
室
が
上
部
に
造
設
さ
れ
て
い
る
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
場
合
、
上
部
の
納
骨
室
に
は

改
葬
さ
れ
た
な
か
で
最
上
位
世
代
の
者
の
遺
骨
の
み
が
別
納
さ
れ
、
墓
室
内
部
に
作
ら
れ
た
棚
の
上
に
は
そ
れ
以
下
の
世
代
の
者
の
遺
骨
が
、

そ
し
て
、
墓
室
の
底
面
に
は
遺
体
を
入
れ
た
棺
桶
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
今
日
の
ト
バ
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
モ
ル

タ
ル
改
葬
墓
は
、
ト
バ
語
で
セ
メ
ン
ト
を
あ
ら
わ
す
シ
ミ
ン
言
薑
菖
）
な
い
し
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
記
念
碑
な
ど
を
意
味
す
る
ト
ゥ
グ
言
喧
へ
）

（
肥
）

と
い
う
表
現
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
改
葬
儀
礼
な
ど
の
際
の
儀
礼
的
挨
拶
に
お
い
て
は
、
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
で
あ
っ
て
も
「
高
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（
Ａ
）
孫
を
持
つ
人
の
葬
儀
（
以
下
の
二
事
例
と
も
、
死
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
は
農
民
で
あ
っ
た
。
）

［
サ
ウ
ル
・
マ
ト
ゥ
ア
の
事
例
］
一
九
九
四
年
八
月
二
四
日
と
二
五
日
の
両
日
、
そ
の
数
日
前
に
Ｌ
村
の
自
宅
で
病
死
し
た
女
性
（
以
下
Ｓ
と

す
る
）
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
Ｓ
の
年
齢
は
不
祥
だ
が
、
七
○
歳
前
後
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｓ
は
Ｌ
村
内
の
別
の
集
落
で
生
ま
れ
、
夫
の
集

落
に
婚
入
し
て
き
た
。
Ｓ
の
子
供
は
長
男
以
下
皆
す
で
に
結
婚
し
、
葬
儀
に
は
数
多
く
の
孫
も
参
列
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｓ
の
葬
儀
は
サ
ウ
ル
・

マ
ト
ゥ
ア
と
称
さ
れ
、
村
外
か
ら
雇
わ
れ
た
ゴ
ン
ダ
ン
の
伴
奏
に
よ
る
マ
ノ
ル
ト
ル
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ャ
ン
バ
ル
で
は
水
牛
の
肉
が
分
配
さ
れ

た
。
Ｓ
の
遺
体
は
棺
桶
に
入
れ
ら
れ
、
集
落
の
敷
地
の
隅
に
あ
る
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
改
葬
墓
は
一
九
九
三
年

に
完
成
し
た
ば
か
り
で
、
こ
の
葬
儀
の
時
点
で
は
遺
骨
を
収
納
す
る
改
葬
儀
礼
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
女
性
は
結
婚
後
も
出
身
父
系

氏
族
に
帰
属
す
る
と
み
な
さ
れ
、
姓
に
相
当
す
る
マ
ル
ガ
も
変
更
さ
れ
な
い
が
、
埋
葬
お
よ
び
改
葬
の
対
象
と
し
て
は
夫
方
集
団
の
一
員
と
位

い
盛
土
（
タ
ン
バ
ッ
ク
・
ナ
・
テ
ィ
ッ
ボ
）
」
な
い
し
「
堅
い
石
（
バ
ト
ゥ
・
ナ
・
ピ
ル
と
と
表
現
さ
れ
る
。

Ｌ
村
で
は
、
山
腹
の
緩
斜
面
な
ど
水
利
条
件
が
悪
く
農
耕
利
用
に
適
さ
な
い
場
所
六
ヶ
所
が
共
同
墓
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
村

の
南
辺
を
東
西
に
走
る
幹
線
道
路
沿
い
や
村
の
中
の
小
路
沿
い
に
墓
が
点
在
す
る
。
ま
た
、
集
落
の
敷
地
内
や
集
落
の
す
ぐ
外
に
墓
が
作
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
Ｌ
村
に
お
け
る
一
九
九
四
年
の
調
査
で
は
、
四
つ
の
石
棺
と
六
七
基
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
骨
の

収
納
を
目
的
と
し
な
い
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
は
一
○
六
基
あ
っ
た
。
正
確
な
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
他
に
遺
体
を
土
葬
し
た
墓
所
に
作

ら
れ
た
新
旧
の
盛
土
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。

本
節
で
は
、
Ｌ
村
で
私
が
参
加
す
る
機
会
を
持
っ
た
葬
儀
の
中
か
ら
四
事
例
を
取
り
上
げ
、
系
譜
存
続
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
葬
儀
と
埋
葬

の
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
葬
儀
と
埋
葬
の
事
例
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置
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
Ｓ
の
遺
体
は
夫
の
リ
ネ
ー
ジ
が
建
立
し
た
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
内
に
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
遺
体
の
安
置
後
す
ぐ
に
、

墓
室
入
口
の
左
右
に
置
か
れ
た
粉
ミ
ル
ク
の
空
缶
に
オ
ッ
プ
オ
ッ
プ
が
植
え
ら
れ
た
。

［
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
の
事
例
］
一
九
九
四
年
一
月
一
五
日
、
Ｌ
村
の
自
宅
で
長
ら
く
病
気
療
養
中
だ
っ
た
七
九
歳
の
男
性
（
以
下
Ｊ
と
す
る
）
が

死
亡
し
た
。
一
月
一
八
日
と
一
九
日
の
両
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
Ｊ
の
葬
儀
は
、
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
と
称
さ
れ
た
。
Ｊ
に
は
八
人
の
子
供
が
い

た
が
、
こ
の
う
ち
息
子
一
人
と
娘
一
人
が
未
婚
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
葬
儀
の
内
容
は
基
本
的
に
Ｓ
の
葬
儀
と
同
様
で
あ
り
、
マ
ノ
ル
ト
ル
と

水
牛
の
ジ
ャ
ン
バ
ル
は
行
わ
れ
た
が
、
数
人
か
ら
成
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
村
外
か
ら
雇
わ
れ
て
マ
ノ
ル
ト
ル
の
伴
奏
を
し
た
。
Ｊ
の
遺
族
は
ゴ

ン
ダ
ン
の
伴
奏
を
希
望
し
た
が
、
Ｌ
村
の
成
人
男
子
と
の
合
議
の
場
に
お
い
て
、
ゴ
ン
ダ
ン
は
こ
の
場
合
不
適
切
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

葬
儀
の
内
容
に
関
し
て
は
、
遺
族
の
希
望
を
聞
い
た
上
で
、
慣
習
村
の
成
人
男
子
が
故
人
の
家
族
状
況
等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。
Ｊ
の
葬
儀

の
場
合
、
す
で
に
数
多
く
の
孫
は
い
る
も
の
の
、
未
婚
の
子
供
が
い
る
こ
と
と
、
長
男
が
妻
と
別
居
中
で
妻
は
葬
儀
に
も
参
列
し
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
に
、
ゴ
ン
ダ
ン
の
伴
奏
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
棺
桶
に
入
れ
ら
れ
た
Ｊ
の
遺
体
は
、
集
落
近
く
の
共
同
墓
地
に
一
九
三
九
年
に
建

立
さ
れ
た
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
敷
地
内
に
土
葬
さ
れ
た
。
こ
の
改
葬
墓
は
Ｌ
村
で
も
大
型
の
部
類
に
属
し
、
Ｊ
の
三
世
代
上
の
父
系
祖
先
以
下
、

三
四
人
分
の
遺
骨
と
多
数
の
遺
体
を
安
置
し
て
い
る
。
こ
の
改
葬
墓
に
は
十
分
な
広
さ
の
敷
地
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
リ
ネ
ー
ジ
に
属
す

る
村
人
で
孫
を
持
つ
人
が
死
亡
し
た
時
は
、
そ
の
敷
地
内
に
遺
体
が
土
葬
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
埋
葬
後
す
ぐ
に
ひ
ざ
丈
ほ
ど
の
盛
土
が
築
か

れ
、
そ
の
上
に
木
製
の
十
字
架
が
立
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
オ
ッ
プ
オ
ッ
プ
が
植
え
ら
れ
た
。

右
の
二
つ
の
事
例
で
は
、
死
去
か
ら
数
日
後
に
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
メ
ダ
ン
や
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
の
移
住
先
か
ら
、
子
孫
が

参
集
す
る
の
を
待
つ
た
め
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
事
例
で
も
、
ジ
ャ
ン
バ
ル
の
際
に
水
牛
の
肉
が
分
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ベ
（
子
孫
が
多
い

こ
と
）
の
証
し
と
し
て
の
マ
ノ
ル
ト
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
子
供
が
全
て
結
婚
し
て
い
る
Ｓ
の
葬
儀
で
は
ゴ
ン
ダ
ン
の
伴
奏
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
Ｊ
の
葬
儀
で
は
未
婚
の
子
供
が
い
る
こ
と
と
長
男
夫
婦
の
事
情
に
よ
っ
て
ゴ
ン
ダ
ン
は
認
め
ら
れ
ず
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
伴
奏
と
な
っ
た
。

両
事
例
と
も
、
す
で
に
リ
ネ
ー
ジ
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
が
建
立
さ
れ
て
い
た
の
で
、
Ｓ
の
遺
体
は
改
葬
墓
の
墓
室
内
部
に
安
置
さ
れ
、
Ｊ
の
遺

体
は
改
葬
墓
の
敷
地
内
に
土
葬
さ
れ
た
。
Ｓ
の
事
例
で
は
い
く
ぶ
ん
変
則
的
で
は
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
孫
を
持
つ
印
と
し
て
の
オ
ッ
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（
旦
孫
を
持
た
な
い
人
の
葬
儀

［
マ
テ
・
マ
ッ
カ
ル
の
事
例
］
一
九
九
四
年
八
月
二
六
日
未
明
、
Ｌ
村
に
住
み
教
員
を
し
て
い
た
五
六
歳
の
女
性
（
以
下
Ｍ
と
す
る
）
が
、
病
気

療
養
先
の
メ
ダ
ン
の
病
院
で
死
亡
し
た
。
車
に
載
せ
ら
れ
た
Ｍ
の
遺
体
は
、
約
五
時
間
か
け
て
そ
の
日
の
朝
の
う
ち
に
Ｌ
村
に
運
び
込
ま
れ
、

翌
八
月
二
七
日
に
Ｍ
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
Ｍ
の
家
族
は
教
員
の
夫
と
大
学
生
の
長
男
、
そ
し
て
高
校
生
の
長
女
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
結
婚

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
葬
儀
は
マ
テ
・
マ
ッ
カ
ル
と
称
さ
れ
た
。
村
外
か
ら
雇
わ
れ
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
讃
美
歌
の
伴
奏
を
し
た
が
、

マ
ノ
ル
ト
ル
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ン
バ
ル
の
際
に
は
、
ブ
タ
の
肉
が
分
配
さ
れ
た
。
棺
桶
に
入
れ
ら
れ
た
Ｍ
の
遺
体
は
、
集
落
に
近
い

共
同
墓
地
に
あ
る
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
さ
れ
た
。
一
九
八
○
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
の
改
葬
墓
は
、
Ｍ
の
夫
の
父
と
そ
の
二
人
の

配
偶
者
を
最
上
位
世
代
と
し
た
リ
ネ
ー
ジ
の
改
葬
墓
で
あ
り
、
そ
の
三
人
の
遺
骨
と
、
父
系
リ
ネ
ー
ジ
の
者
と
配
偶
者
の
う
ち
八
人
分
の
遺
体

が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
近
村
か
ら
婚
入
し
て
き
た
Ｍ
の
遺
体
は
、
Ｓ
の
場
合
と
同
様
、
夫
の
リ
ネ
ー
ジ
の
改
葬
墓
内
に
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

［
マ
テ
・
ポ
ン
ゴ
ル
の
事
例
］
一
九
九
三
年
二
月
九
日
の
朝
、
数
日
間
病
床
に
就
い
て
い
た
一
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
男
児
（
以
下
Ｙ
と
す
る
）

が
、
Ｌ
村
の
自
宅
で
病
死
し
た
。
Ｙ
の
葬
儀
で
は
、
Ｌ
村
の
女
性
た
ち
と
近
隣
か
ら
弔
問
に
訪
れ
た
近
親
者
が
午
後
に
な
っ
て
参
集
し
た
だ
け

で
、
ご
く
一
部
の
者
を
除
い
て
Ｌ
村
の
成
人
男
子
は
参
集
し
な
か
っ
た
。
マ
ノ
ル
ト
ル
も
ジ
ャ
ン
バ
ル
も
一
切
行
わ
れ
ず
、
女
性
た
ち
が
Ｙ
の

遺
体
を
囲
ん
で
座
り
、
牧
師
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
遺
族
に
対
す
る
短
い
慰
め
の
挨
拶
を
は
さ
み
な
が
ら
次
々
に
讃
美
歌
を
歌
い
続
け
た
。

ミ
ニ
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
た
Ｙ
の
父
親
は
、
死
去
の
知
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夜
に
な
る
ま
で
帰
宅
し
な
か
っ
た
が
、
牧
師
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
式
の
祈
祷
の
後
、
Ｙ
の
遺
体
は
速
や
か
に
家
の
外
へ
運
び
出
さ
れ
た
。
近
隣
に
住
む
男
た
ち
が
木
片
で
工
作
し
た
簡
素
な
木

棺
に
入
れ
ら
れ
た
Ｙ
の
遺
体
は
、
父
親
の
帰
り
を
待
た
ず
に
、
集
落
の
近
く
に
あ
る
共
同
墓
地
内
の
空
き
地
に
土
葬
さ
れ
、
そ
の
上
に
は
わ
ず

棺
に
入
れ
ら
れ
た
Ｙ
の
遺
体
は
、
父
親
の
眉

プ
・
オ
ッ
プ
が
植
え
ら
れ
た
。

か
に
土
が
盛
り
寄
せ
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

右
の
二
つ
の
事
例
を
比
較
す
れ
ば
、
孫
を
持
た
な
い
死
者
で
あ
っ
て
も
、
子
供
の
有
無
で
儀
礼
内
容
や
埋
葬
方
法
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
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理
解
で
き
る
。
孫
が
い
な
く
と
も
、
結
婚
し
て
子
供
が
い
る
場
合
に
は
、
Ｍ
の
葬
儀
の
よ
う
に
Ｌ
村
の
成
人
男
子
も
参
会
し
て
ア
ダ
ッ
ト
に
則
っ

た
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
孫
の
あ
る
死
者
の
葬
儀
と
比
較
し
て
マ
ノ
ル
ト
ル
を
欠
く
が
、
ブ
タ
の
肉
片
を
分
配
す
る
ジ
ャ
ン
バ
ル
が
行
わ
れ
、
ア

ダ
ッ
ト
に
則
っ
た
葬
儀
と
し
て
の
社
会
的
承
認
が
与
え
ら
れ
る
。
一
方
、
Ｙ
の
よ
う
に
幼
少
の
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
未
婚
者
の
葬
儀
で

あ
る
マ
テ
・
ポ
ン
ゴ
ル
は
、
葬
儀
区
分
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
最
も
低
い
。
マ
ノ
ル
ト
ル
や
ジ
ャ
ン
バ
ル
な
ど
ア
ダ
ッ
ト
に
則
っ
た
儀
礼
要
素

を
欠
く
た
め
、
多
く
の
ト
バ
人
は
「
未
婚
者
の
葬
儀
で
は
ア
ダ
ッ
ト
の
式
次
第
（
ア
チ
ャ
ラ
・
ア
ダ
ッ
ト
、
Ｑ
ミ
ミ
ａ
ｓ
己
は
な
く
、
教
会
の
式
次

第
（
ア
チ
ャ
ラ
・
グ
レ
ジ
ャ
、
ｓ
ｓ
昌
短
愚
冒
）
し
か
行
わ
れ
な
い
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
埋
葬
方
法
で
あ
る
。
Ｙ
の

墓
所
の
上
に
作
ら
れ
た
小
さ
な
盛
土
は
、
ま
さ
に
タ
ノ
マ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
男
性
の
言
葉
に
従
え
ば
、
Ｍ
の
場
合

も
墓
所
の
上
に
同
様
の
タ
ノ
マ
ン
を
築
く
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
Ｍ
の
遺
体
は
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
さ
れ
た
。
今
日
の
Ｌ
村

で
は
、
Ｍ
の
よ
う
に
マ
テ
・
マ
ッ
カ
ル
の
死
者
の
場
合
、
共
同
墓
地
の
空
き
地
に
土
葬
し
て
墓
所
に
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
を
作
る
か
、
す
で
に
建

立
さ
れ
て
い
る
リ
ネ
ー
ジ
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
に
埋
葬
（
墓
室
内
に
安
置
な
い
し
は
敷
地
内
に
土
葬
）
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ト
バ
社
会
に
お
け
る
一
次
葬
に
焦
点
を
絞
り
、
系
譜
存
続
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
て
葬
儀
内
容
や
埋
葬
方
法
が
ど
の
よ
う
に
異
な

る
か
を
示
し
た
。
儀
礼
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
マ
ノ
ル
ト
ル
の
有
無
、
ジ
ャ
ン
バ
ル
の
有
無
や
供
犠
獣
の
種
類
、
オ
ッ
プ
・
オ
ッ
プ
の
植
え

つ
け
の
有
無
が
、
多
少
の
変
則
性
を
伴
い
な
が
ら
も
、
葬
儀
を
区
分
す
る
指
標
と
な
っ
て
い
た
。
子
供
を
亡
く
し
た
親
が
い
か
に
富
裕
で
あ
っ

て
も
、
未
婚
の
子
供
の
葬
儀
に
際
し
て
マ
ノ
ル
ト
ル
を
行
っ
た
り
、
水
牛
の
肉
を
分
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
埋
葬
方
法
や
墓
の
建
立
に
関
し
て
は
、
遺
族
の
裁
量
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と
言
え
る
。
リ
ネ
ー
ジ
の
成
員
に
次
々
と
新

し
い
死
者
が
出
る
以
上
、
大
型
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
で
あ
っ
て
も
、
墓
室
内
や
敷
地
内
に
棺
桶
を
無
限
に
収
納
し
続
け
る
こ
と
は
物
理
的
に
不

可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
体
を
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
し
た
り
、
敷
地
内
に
土
葬
す
る
措
置
は
、
将
来
に
お
け
る
棺
桶
の

む
す
び
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除
去
、
す
な
わ
ち
改
葬
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
改
葬
の
条
件
は
父
系
子
孫
と
し
て
の
男
の
孫
を
持
つ
こ
と
な
の

で
、
孫
を
持
つ
人
の
葬
儀
の
事
例
と
し
て
検
討
し
た
Ｓ
や
Ｊ
の
遺
体
が
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
容
易
に
納
得
で
き
る
。
な
ぜ
な

ら
、
死
去
の
時
点
で
す
で
に
息
子
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
男
の
孫
を
有
し
て
い
た
Ｓ
や
Ｊ
は
、
改
葬
が
一
般
化
し
た
今
日
の
ト
バ
社
会
に
お
い
て

は
、
改
葬
儀
礼
を
行
う
た
め
の
親
族
間
の
合
意
が
形
成
さ
れ
、
か
つ
経
済
的
条
件
が
整
え
ば
、
そ
の
改
葬
墓
な
い
し
は
新
し
く
建
立
さ
れ
る
改

葬
墓
に
遺
骨
を
再
安
置
す
べ
く
改
葬
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
孫
を
持
た
な
い
死
者
の
事
例
で
紹
介
し
た
Ｍ
の
場
合
も
、
遺
体
は
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
Ｍ
の
義
兄
は
「
す
で
に
親
族
を
ま
と
め
た
改
葬
墓
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
一
歳
で
病
死
し
た
Ｙ
の
場
合
、

リ
ネ
ー
ジ
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
（
Ｊ
の
事
例
で
言
及
し
た
墓
）
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
は
埋
葬
さ
れ
ず
、
共
同
墓
地
の
空
き
地
に
土

葬
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ネ
ー
ジ
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
Ｍ
の
遺
体
を
孫
を
持
つ
死
者
と
同
様
に
処
置
し
た
理

由
と
し
て
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
Ｍ
に
は
孫
は
い
な
い
が
息
子
が
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
死
去
の
時
点
で
孫
が
い

な
く
て
も
、
息
子
が
い
れ
ば
ほ
ぼ
確
実
に
父
系
出
自
を
た
ど
る
孫
が
で
き
る
も
の
と
遺
族
は
想
定
し
、
将
来
息
子
夫
婦
か
ら
男
の
孫
が
生
ま
れ

た
後
の
改
葬
を
前
提
と
し
て
、
Ｍ
の
遺
体
を
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
内
に
安
置
し
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
っ
て
墓
所
の
上
に
盛
土
の
墓
を
築
い
て
い
た
だ
け
の
時
代
に
は
、
孫
の
有
無
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
墓
の
形
態
に
は
厳
然
た
る
区
別
が
存

在
し
た
。
し
か
し
、
土
葬
し
た
墓
所
の
上
に
作
ら
れ
る
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
に
つ
い
て
は
、
系
譜
存
続
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
形
態
や
規
模
の
区

別
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
未
婚
者
、
と
り
わ
け
小
さ
な
子
供
の
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
は
小
規
模
で
簡
素
な
も
の
で
あ
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、

先
述
の
男
子
大
学
生
の
墓
の
よ
う
に
、
未
婚
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
に
住
む
裕
福
な
親
に
よ
っ
て
、
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
と
し
て
は
大
型
の

墓
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
孫
を
持
た
な
い
死
者
で
あ
り
な
が
ら
も
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
Ｍ
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
へ
の
埋
葬
は
、
孫
の
有
無
で
は
な
く
息
子
の
有
無
と
い
う
新
た
な
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
今
日
の
ト
バ
社
会
に
お
い
て
、
死
者
が
孫
を
持
つ
か
否
か
と
い
う
基
準
は
、
一
次
葬
に
お
け
る
儀
礼
内
容
の
選
択
に
関
し
て
は

重
要
性
を
保
持
し
て
い
る
が
、
死
去
時
の
埋
葬
方
法
を
区
分
す
る
基
準
と
し
て
は
、
し
だ
い
に
意
義
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
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る
。
そ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
移
住
者
の
増
加
に
伴
う
ト
バ
社
会
の
経
済
力
向
上
に
よ
っ
て
、
改
葬
が
一
般
化
し
た
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
一

九
六
○
年
前
後
か
ら
隆
盛
し
た
改
葬
儀
礼
は
、
今
日
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
益
々
盛
ん
で
あ
り
、
Ｍ
の
よ
う
に
息
子
を
持
つ
死
者
で
あ
れ
ば
、
近
い

将
来
改
葬
の
対
象
と
さ
れ
て
、
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
墓
室
や
敷
地
か
ら
遺
体
の
入
っ
た
棺
桶
が
除
去
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
本
稿
に
関
連
し
た
現
地
調
査
は
、
一
九
九
一
年
六
月
よ
り
一
九
九
四
年
九
月
ま
で
の
間
に
、
計
五
回
、
延
べ
一
二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
た
。
調
査
の
一
部
は
、
平
成
二
年
度
文
部
省
ア
ジ
ア
諸
国
等
派
遣
留
学
生
制
度
と
平
成
四
年
度
お
よ
び
平
成
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補

助
金
（
国
際
学
術
研
究
、
代
表
加
藤
剛
京
都
大
学
教
授
）
の
資
金
援
助
を
得
て
行
わ
れ
た
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
（
奨
励
研
究
（
Ａ
）
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
２
）
Ｌ
村
の
隣
村
で
調
査
し
た
カ
ニ
ン
ガ
ム
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
門
昌
三
信
言
日
ご
認
当
午
君
〕
。

（
３
）
こ
こ
で
は
ト
バ
人
の
世
帯
観
念
に
従
い
、
核
家
族
を
世
帯
の
単
位
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
夫
婦
と
未
婚
の
子
供
た
ち
が
夫
な
い
し
妻
の
親

と
同
居
し
て
い
る
場
合
、
二
世
帯
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

（
４
）
他
に
も
、
故
人
の
生
前
の
威
徳
や
横
死
者
で
は
な
い
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
改
葬
の
条
件
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
今
日
で
は
父
系
子

孫
と
し
て
の
男
の
孫
を
持
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
息
子
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
男
の
孫
を
持
つ
こ
と
が
、
改
葬
の
対
象
者
に
求
め
ら
れ
る
ほ
ぼ
唯
一

の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
〔
池
上
一
九
九
五
エ
ハ
五
‐
七
、
八
三
‐
四
〕
。

（
５
）
自
殺
、
産
褥
死
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
に
よ
る
死
者
は
横
死
者
と
み
な
さ
れ
、
通
常
の
葬
儀
を
経
ず
に
近
親
者
に
よ
っ
て
速
や
か
に
埋
葬
さ
れ
る
と

い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
〔
一
九
九
五
エ
ハ
七
〕
を
参
照
。
そ
れ
以
外
の
死
者
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
本
節
で
ま
と
め
る
葬
儀
区

分
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
原
則
と
し
て
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
系
譜
関
係
や
婚
姻
関
係
に
よ
ら
な
い
居
留
者
に
対
し
て
は
こ
れ

ら
の
葬
儀
区
分
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
村
人
の
指
摘
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
６
）
打
楽
器
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
音
楽
も
ゴ
ン
ダ
ン
と
表
現
さ
れ
る
。
な
お
、
ゴ
ン
ダ
ン
に
つ
い
て
は
、
民
族
音
楽
学
の
立
場
か

ら
岡
崎
〔
一
九
九
六
〕
が
詳
述
し
て
い
る
。
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（
Ｍ
）
オ
ラ
ン
ダ
統
治
下
の
一
九
一
○
年
代
に
ト
バ
湖
周
辺
地
域
と
北
ス
マ
ト
ラ
の
東
海
岸
部
を
結
ぶ
道
路
事
情
が
改
善
さ
れ
、
一
九
二
○
年
代
以
降
、

Ｌ
村
で
も
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
池
上
一
九
九
五
”
七
四
‐
八
〕
。

Ｌ
村
の
モ
ル
タ
ル
埋
葬
墓
に
は
建
立
年
代
の
不
明
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
ら
建
立
さ
れ
は
じ
め
た
と
推
測
さ
れ

（
９
）
彼
ら
は
単
に
「
孫
」
（
パ
ホ
ッ
プ
、
旨
き
ご
ｓ
へ
）
と
い
う
表
現
を
用
い
、
そ
の
性
別
や
系
譜
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
明
言
し
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
は
父
系
子
孫
と
し
て
の
男
の
孫
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
サ
リ
・
マ
ト
ゥ
ア
の
説
明
に
際
し
て
例
示
し
た
よ
う
に
、
死

者
に
娘
し
か
い
な
い
場
合
で
も
死
者
に
と
っ
て
孫
が
い
れ
ば
、
こ
こ
に
述
べ
た
墓
の
区
分
が
準
用
さ
れ
る
。

（
Ⅲ
）
本
稿
で
は
、
植
物
の
ト
バ
語
名
と
学
名
の
対
応
は
蟹
昌
ョ
富
里
ロ
ま
ち
に
依
拠
し
た
。

（
Ⅱ
）
こ
の
部
分
は
、
改
葬
墓
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
詳
述
し
た
拙
稿
の
一
部
〔
一
九
九
五
叩
七
○
‐
八
〕
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
皿
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
植
樹
し
た
盛
土
型
の
改
葬
墓
の
名
称
を
単
に
タ
ン
バ
ッ
ク
と
記
し
て
い
る
が
〔
三
三
ハ
宮
ご
囲
篁
宙
‐
屋
巴
、
私
の
調
査

の
範
囲
で
は
、
改
葬
し
た
遺
骨
を
再
安
置
し
た
改
葬
墓
と
し
て
の
盛
土
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
高
い
盛
土
（
タ
ン
バ
ッ
ク
・
ナ
・
テ
ィ
ッ
ボ
ヒ

と
呼
ば
れ
、
孫
の
あ
る
死
者
の
遺
体
を
土
葬
し
た
墓
所
に
築
か
れ
た
タ
ン
バ
ッ
ク
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。

（
Ｂ
）
ト
バ
の
石
造
墓
に
関
し
て
は
、
豊
富
な
図
版
を
用
い
て
詳
述
し
て
い
る
団
閏
豆
閂
〔
ご
缶
篁
屋
‐
宅
〕
と
弓
甘
言
言
曽
〕
〔
ご
お
〕
を
参
照
の
こ

が
村
人
の
共
通
の
理
解
だ
っ
た
。

（
８
）
シ
ベ
ス
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
産

し
な
が
ら
、
か
つ
て
は
木
の
幹
↑

シ
ベ
ス
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
医

（
７
）
シ
ベ
ス
は
、
男
の
孫
が
い
な
い
場
合
や
息
子
た
ち
が
父
親
よ
り
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
息
子
の
代
替
と
し
て
シ
・
ガ
レ
・
ガ
レ
（
亀
雷
奇
‐
四
号
）

と
呼
ば
れ
る
木
製
の
操
り
人
形
を
操
作
し
て
マ
ノ
ル
ト
ル
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
と
記
述
し
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
行
政
官
や

宣
教
師
の
よ
う
に
長
く
ト
バ
の
土
地
に
滞
在
す
る
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
目
撃
す
る
こ
と
は
ご
く
ま
れ
だ
っ
た
と
付
記
し
て
い
る
〔
盟
房
吾

毛
窒
当
巴
。
Ｌ
村
で
は
シ
・
ガ
レ
・
ガ
レ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
孫
の
い
な
い
場
合
は
マ
ノ
ル
ト
ル
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
の

，
シ
」
○

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

師
と
し
て
北
タ
パ
ヌ
リ
に
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
記
述
〔
三
三
房
己
宙
罰
訊
〕
に
依
拠

し
な
が
ら
、
か
っ
て
は
木
の
幹
を
材
料
と
し
た
く
り
貫
き
式
の
木
棺
が
用
い
ら
れ
た
が
、
木
棺
を
用
意
す
る
財
力
の
な
い
者
は
ム
シ
ロ
に
包
ま

れ
て
土
葬
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
〔
盟
冨
弓
ご
雷
当
巴
。
今
日
で
は
、
既
製
品
の
組
み
合
わ
せ
式
木
棺
を
村
外
か
ら
購
入
す
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宍
の
函
閏
ヨ
）
い
己
君
．
西
尉
さ
『
尉
巴
○
ヶ
巴
侭
①
の
ａ
弓
○
ず
四
国
四
国
穴
宛
の
す
こ
風
巴
弓
○
冒
す
の
”
シ
○
四
用
煕
匡
Ｑ
昌
旦
四
詞
匡
『
巴
○
○
日
目
匡
凰
ご
ヨ
弓
の
○
の
ご
可
里

国
侭
三
四
三
ｇ
ｚ
ｏ
『
吾
普
ョ
異
国
．
「
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
三
四
（
四
）
（
印
刷
中
）

〆
曽
］
８
『
の
閏
ご
異
国
巴
侭
①
乞
謁
．
配
房
彗
、
ペ
ミ
ミ
ミ
吾
負
言
い
ｓ
侭
悉
員
も
め
酉
色
曽
へ
の
殆
さ
葛
ミ
ミ
ヘ
寿
展
這
戸
国
巴
侭
の
叩
〆
四
口
ｇ
『
○
画
目
臼
国
巴
侭
①

岡
崎
淑
子
一
九
九
六
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
統
音
楽
の
復
興
と
発
展
‐
北
ス
マ
ト
ラ
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
社
会
の
場
合
‐
」
『
宗
教
と
文
化
（
聖

心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
こ
一
七
”
五
五
‐
九
○

雰
号
厨
自
》
殉
国
．
毛
三
國
言
詐
国
さ
ミ
邑
菖
旦
尋
ご
言
ミ
ミ
の
冨
房
二
、
Ｃ
ｓ
号
ご
蔦
ミ
ミ
之
頁
ご
苫
ミ
即
言
詐
○
言
言
言
ご
葛
之
ｇ
尋
の
ベ
ミ
ミ
ミ
。

。
Ｅ
三
局
冨
冒
》
の
、
園
ご
認
．
里
逗
言
ミ
ミ
、
・
ミ
崎
昌
ご
菖
旦
尋
、
ご
言
‐
昏
言
蒜
ご
画
曼
讐
ミ
ミ
ミ
・
口
一
言
国
一
両
９
（
）
『
あ
の
号
呂
．
ｚ
９
ご
尽
日
言

昌
巴
の
ご
己
く
閏
盤
ご
ｍ
ｏ
匡
芸
①
四
輿
少
の
国
ｍ
目
島
①
の
．

池
上
重
弘
一
九
九
五
「
高
い
盛
土
、
堅
い
石
ｌ
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
族
に
お
け
る
改
葬
墓
の
歴
史
的
変
化
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
南
方
文
化
』
二
一
言
六

参
考
文
献

国
四
ユ
〕
厨
昴
］
．
毛
．

国
ロ
ヨ
①
玩
両
鼬
一
戸

四
つ
『
１
国
因
④

二
‐
八
九

［
穴
の
狗
曽
ゴ
ー
．
の
．
骨
④

（
旧
）
Ｌ
村
で
は
、
六
七
基
の
モ
ル
タ
ル
改
葬
墓
の
う
ち
、
六
三
基
（
九
四
・
○
％
）
が
遺
骨
だ
け
で
な
く
遺
体
の
安
置
を
前
提
に
建
立
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
五
三
基
（
七
九
・
一
％
）
は
墓
室
を
有
し
て
い
た
し
、
墓
室
を
持
た
な
い
も
の
の
う
ち
で
も
、
一
○
基
（
一
四
・
九
％
）
は
墓
の

範
囲
を
示
す
外
枠
の
内
側
に
遺
体
埋
葬
用
の
敷
地
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
〔
池
上
一
九
九
五
”
七
四
‐
八
〕
。

（
随
）
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
に
聟
え
立
つ
独
立
記
念
塔
の
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
建
築
物
が
ト
ゥ
グ
と
称
さ
れ
る
が
、
元
来
は
ジ
ャ
ワ
語
で

「
石
柱
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
弓
国
三
３
異
日
呂
さ
ご
麗
畠
目
〕
。
な
お
、
ジ
ャ
ワ
語
で
の
原
義
を
調
べ
る
に
当
た
っ
て
、
富
山
大
学
の

黒
柳
晴
夫
先
生
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

る
0

ご
認
．
ご
言
言
菖
旦
”
目
言
寒
尉
房
旦
ご
昌
忌
言
景
⑦
２
２
翼
三
吊
舟
國
貰
三
田
‐
三
三
国
．

ご
己
．
国
胃
癸
両
言
言
少
朋
Ｏ
ｇ
豊
○
用
言
目
言
①
巴
己
ｇ
］
＄
言
〕
○
三
＄
・
の
呂
言
烏
晨
き
き
ミ
、
葛
ミ
ミ
』
ミ
ミ
ｇ
ミ
。
空
毘
ａ
）
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雪
煙
『
一
〕
Ｒ
一
〈
』
．
こ
こ
．
ｂ
討
寺
侭
言
貢
ぎ
、
國
昌
蚕
国
ご
空
さ
包
耐
ご
胃
膏
》
、
ｓ
、
畠
ミ
ミ
ミ
胃
言
》
『
辱
蒔
さ
ミ
ミ
烏
の
ご
ミ
ミ
言
菖
沓
三
言
冴
．

Ｐ
①
５
国
侭
皿
ロ
厨
房
国
の
域
胃
宣
①
く
①
ユ
“
ぬ
堅
昌
９
号
臼
］
＆
自
侭
．

弓
．
ご
言
即
ミ
ヤ
ロ
ミ
房
号
鴎
三
ミ
Ｓ
言
９
．
口
ｇ
函
愚
ｍ
豊
富
鼻
冒
扁
ｚ
言
○
庫
．

●

・
ミ
ヨ
ｚ
Ｑ
０
》
］
．
ご
串
．
ｂ
討
己
）
言
Ⅲ
匙
昏
言
討
ミ
ミ
の
ミ
高
ミ
ミ
ミ
叱
陽
ヘ
ミ
号
韓
へ
ミ
Ｑ
ミ
ベ
ミ
冨
蜀
弓
侭
Ｓ
爲
同
雪
、
亀
雪
垢
凶
ミ
、
炭
ミ
ミ
ミ
冴
鳥
の

含
ミ
ミ
房
一
房
Ｓ
Ｓ
、
配
宜
昌
さ
言
ミ
吃
．
聾
昌
信
四
『
豆
の
ご
’
・
国
の
房
閏
シ
、
⑦
．
》
く
閏
両
胴
の
宮
局
ゴ
ゴ
臼
〕
巳
自
侭
．

（
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
・
文
化
人
類
学
）

三
画
目
冒
戸
扇
ｚ
一
曽
○
欧

夛
函
昌
Ｒ
Ｆ
］
・
己
宅
．
口
討

盟
冨
夢
》
少
．
ご
空
．
ご
尽
陣
昌
黄
寺
号
言
旦
一
言
房
ミ
ミ
ミ
の
ベ
ミ
ミ
ミ
．
ｇ
三
○
頁
目
冨
冒
隅
曽
己
函
巨
の
目
．

弓
旨
宜
史
冒
曽
］
○
・
Ｆ
．
ご
亀
．
国
四
国
穴
閂
宣
の
の
四
月
○
厳
い
①
Ｐ
ｏ
ミ
言
慰
亀
ご
ミ
忌
娼
叩
匿
手
蹟
い

く
閏
琶
巨
言
ｇ
》
］
．
。
．
ご
窪
．
二
、
の
Ｒ
ミ
○
踏
薑
言
言
苫
ミ
ミ
○
三
ｏ
ミ
室
ご
旨
ミ
ミ
一
言
ご
言
忠
言
尋
ミ
ミ
ミ
三
ｍ
量
の
ミ
》
ミ
ミ
．
【
○
一
三
室
壽

言
隆
一
目
昌
ぐ
○
○
局
目
四
巴
ｌ
》
Ｆ
日
ａ
Ｉ
Ｑ
〕
く
○
宍
Ｑ
二
Ｅ
ａ
ｐ
目
『
巴
］
堅
胃
旨
冒
］
の
①
国
の
の
式
ｑ
四
コ
の
匿
房
Ｑ
ご
園
］
．
の
Ｃ
Ｏ
言
ｌ
〆
①
。
弓
巴
一
．
弓
｝
昂
国
四
ｍ
宮
の
．

の
笥
曽
〕
・
罰
、
乞
丘
の
》
三
国
の
三
ｍ
巴
〕
皿
三
三
三
四
ヨ
園
．
因
①
『
ユ
ヨ
曽
勗
胃
〕
匡
巨
耐
三
コ
ｍ
ｏ
Ｏ
ｇ
ロ
日
〕
鴛

卑
曽
毫
］
８
胃
ョ
＆
旨
．
い
ご
巽
陣
ミ
“
農
言
青
ミ
員
‐
冒
号
罵
言
Ｓ
ミ
画
）
．
苛
冨
耳
冨
⑦
崖
自
信
シ
空
信
．

●

ｍ
四
『
Ｅ
〕
己
四
２
》
］
・
も
．
ご
震
．
氏
ミ
ミ
勗
吊
奇
ご
琴
‐
ご
ミ
ミ
尽
吻
ミ
．
］
鯉
穴
曽
‐
臣
皿
も
Ｑ
５
Ｓ
再
国
己
四
ご
ｍ
ｍ
Ｐ

粋
ご
囚
．
ｇ
》
Ｆ
乞
潭
．
』
Ｑ
頁
昌
苫
冒
ご
罵
顛
ミ
ミ
》
一
言
ミ
君
崔
ミ
ミ
鳥
、
鋸
冨
冨
ご
葛
ミ
『
穴
》
、
量
§
忌
園
ミ
ミ
陣
暑
討
苛
冨
胃
，
画
”
国
も
穴
⑦
ロ
ロ
冒
漏

三
巳
国

『一行
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